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鉄道事業者における異常時の多言語案内の更なる強化を図ります 

～駅等の現場で活用しやすい多言語掲示物作成システムの作成と全国の鉄道事業者への配布～ 

 

  

 

 
  

  
 
台風、大雨、豪雪その他の自然現象や、人身事故等の異常時において列車が遅延・運休が

発生した場合には、訪日外国人旅客を含む鉄道利用者に対して、速やかに現在の状況につい

て、駅やウェブサイト等において情報提供を行い、心の不安を取り除いていただくことが重

要です。 
しかしながら、訪日外国人旅客に対する多言語での案内については、各鉄道事業者におい

て一定の取組が行われているものの、一部の小規模鉄道事業者においては、駅等の現場にお

ける対応体制の確立に苦慮している状況が見受けられます。 
このため、国土交通省においては、更なる情報提供の推進の観点から、駅等の現場におい

ても容易に多言語での案内掲示物を作成できるよう、xlsm 形式による「多言語掲示物作成シ

ステム」を作成し、全国の鉄道事業者に配布することといたしました。 
当該システムの活用により、小規模鉄道事業者を含む全国の鉄道事業者において、異常時

における多言語案内の体制がさらに強化されることが期待されます。 
 
■多言語掲示物作成システムの概要 
 別添参照 
 
 

連絡先：鉄道局鉄道サービス政策室 岡村、鍋釜 

代 表：03-5253-8111（内線：40633、40624） 

直 通：03-5253-8542 FAX：03-5253-1633 

台風、大雨、豪雪や、人身事故等によって列車が遅延・運休した際に、鉄道事業者が駅

等において、訪日外国人旅客を含む鉄道利用者に対して、速やかに多言語（日本語、英語、

中国語、韓国語）で情報提供を行えるよう、国土交通省において多言語掲示物作成システ

ムを作成し、全国の鉄道事業者に配布いたします。 

 



多言語掲示物作成システムについて

①事前準備

駅名 路線名

方面 事象（よく起きると考えられる35種類の事象は設定済）

会社名を設定

駅名、路線、方面、事象

を設定

日本語で

手入力

日本語で

手入力

日本語で

手入力



②駅名、路線名、方面名の多言語変換（駅名等多言語変換システム）

自動で多言語化



③多言語掲示物の作成（多言語掲示物文面作成システム）

（1）輸送障害の事象を選択

(2)運行状況を選択 (3)対象路線を選択

(4)掲出文の確認



多言語掲示物の完成例


